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Al: rなぜロシア語を選んだのか

一一」卒業して10年以上経った今

でも質問される。rロシア文学に感

銘を受けたJロシアの政治情努に

輿昧があるJ、 そんな答えができた
らと・んなに良いかと何度も思ってき

た。 実際の志 望動機はというと、

「ロシアは大国で、世界でロシア語

を話す 人も多く、就駿のときに役に
立つかもしれないe・・1こんなもの

である。 しかし、そんな軽い気持ち

で選んだロシアにどっぷり浸ってし

まっている。現在NHKでロシアに向

系HH
ン
ザ
マ
午
ル
山凶

ゲ
明

Hi
bH
 

lp
 

一i，，
r．，．
川川
k
ll
ι
 

νF
比

生
附山下f

nu
円f
大

手↑
ト人
f

「BL

Fre弘

」VL
UW
立

入
間
劇

Al: 今から半世紀前に、外語大に

入学しました。その際、当時の学生

部長の教授が、 「諸君は、オールAの

成績を取ろうなどと馬鹿なことを考
えてはいけない。大学はそのような

ところて・はなL 'Jと族拶されました。

私がこの教訓を、おそらく、学生部

長の期待をはるかに上回るかたち

で実践したことは確かです。私は
柔道部と語劇サークルに所属し、そ

れらの方面で猛烈に忙しく、あいま

を縫って俊策に 出 る ような学生で

した。 ただ、家に帰ると毎日苦手径を
引きながらシェイクスピアを読み、
それが「その後」につながることに

なりました。まったく論理的であり

ませんが、r大学とはそのようなとこ

ろだ」という思いが、私にはあります。

A2: 今回、大学は、単位の実質化、
臓楽教育の実践などを厳しく求め

られており、かつてのような 大らか

さが許されない時勢になっています。

さらに、少子化のために大学問の妓
争が激化し、各大学は独自性を打ち
出すためにしのぎを削っています。

しかし ながら、私は、大学とはどのよ

うなところか、の答えを出すのは、大

学ではなくて、学生一人ひとりであ
るとの思いを鋭うことができません。

その認識なしに制度 や仕組みを変

えても、うまくいかないように思いま

す。 私としては、かつての学生部長

の教訓が、現在も外語大で引き継が

れていることを祈るばかりです。
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けたロシア語放送を担当している

のだが、気がつけばロシアという専

門分野を武器に道を切り開くこと

ができ ている。東京外大の教育は

それだけ専門性が高〈、自分の選択

言語を将来のライフワークとするこ

とも可能な のだ。これはまさに東

京外大の持つ強みであり、魅力とい

えるだろう。
A2: 東京外大の卒業生には自由

な国際 人が多い。日本 人としての

誇りを持ちながらも、 ステレオタイ

プな日本人像を打ち破る自由な発
想と強い窓志を持っている。さら

に彼らは皆、鋭い喫覚を持っている。

rこれは危ないJ「今がチャンス』、そ

んな唆党は日本圏内であれ海外で

あれ、どんな場面でも求められる。

そしてその日臭覚を身につけることが

できるのは学生時代なのではない

かと忠弘しかし時に外国語の知

識というのは、変に自尊心を高め、

皇室を作ってしまうこともある。私自
身、 ロシア語が話せるというだけで

どんな会社でもすぐに活躍できると

思っていた。外国語というのは、 あ

くまでツーんであることも忘れては
いけない。

原ゆかり
2009｛ドlj 'i�l;ilf 
．外締約

Al: 私の学生生活は、専攻語とゼ

ミ活動、課外活動などでとても充実

したものでした。 外大には、言語の

み ならず、世界各地の歴史や文化、

法律や国際関係など、幅広い分野

の綬業がj前っています。また留学

生も多く、例えば、紛争後の平和裕

築について、アフガニスタンやスー

ダンからの留学生と窓見交後をす

る機会にも恵まれました。卒業後
の進路として外務省を選ぶに至つ

たのは、 外大で出会った

仲間や教慢の影響が大き

かったように思いま1九
A2: 夢 や回線の実 現の

ために、 自らの頭で考え、

動〈学生の育成を期待し

ます。 新しい発見の連続

の中で、仲間と切E差琢磨
し ながら、やりたいことを

追求し、得意 なことを伸ば

せるような環君主が外大に

はあると思います。学生

には、色彩些かな教授陣や仲間か
ら多くの刺激を得ながら、知識や経

験を重ね てほしいと思いま1九新

生・外大には、学生の主体性を尊重

し、 意欲を育むような大学であって

ほしいと願っています。

荒川詔四
1968年インドシナ話
．プリヂストンJ［｛締役会J�

Al: メジャー言語（欧米）ではな

く、マイナー言語を選んだことで、結

果的には、それまで生きてきた世界

とは、大きく遣った世界を発見し、ま
た、自分の今まで積み上げてきたも

のをぐちゃぐちゃに獲されました。

結果、自分自身の思考領域がi広5&さ

れ、違う考えを受け入れ生かす工夫

をする能力が醸成され、新たな能力
を持つ自分が生まれたのだと思い
ます。いわゆるDiversity（多様化）

の重要性への理解力の醸成です。

A2: 外部から見ると、今までの1

学部制は、実際の狙っているところ
と離れて、言語研究色があまりにも

強く 見えました。そのため、実社会

では活路の舞台が狭められている

場面が多くあり、また 、卒業生自身

もこれを良しとするような風潮があ
ったのではなかろうかと思いま1九

2学部制にし、外部にも意思をはっ

きりわかり易くすることで、実社会

で活躍したい者にとってこの“縛＇J・－

が解けるきっかけになるのではと大
いに期待していま士一

田丸公美子
1972！.ドイタリア，i/.f
・4世リ7，：再会決通.J�、エyセイスト

Al: 6才にして通訳を志した 私（；！：、

当然のように外語大を目指しました。

当時の外務大は国立二期校、倍率
15-16倍の難関で、 学生のSW!リは

男子でした。私が選んだのは、希

少価値のあるイタリア語です。幸

運なことに、在学中、大阪万｜専があ
り、 学生アルバイトの身で法外な目

当をいただき、 イタリア人団体 の観

光ガイドを始めました。その経験

を生かし 、-q,業後はイタリア語の同

時過訳として今日までフリーで生き

てきました。米原万里さんと親友

に な れたのも 、国際会議で一緒に

仕事をしたからで、人生録大の役得

（？）でした。私は、運よく、 日本の

急速な国際化と外国語が話せる 人
が少なかったという2つの追い風に

押されて順調にキャリアを重ねるこ

とができました。
A2: 「強制収容所みたいJとイタ

リア人の先生が酷評した｜日西ケ原

校舎から、すっかりおしゃれに変身

した母佼。今回の学部改編で、教

育内容も外観にふさわしく充実した

ようで、今後の後窓たちの活躍に期

待が膨らみます。「はじめに言葉あ

リき』とヨハネ伝にあるように 、 言

葉はすべての釜本であり、 それを使
う民族の文化やメンタリティ、また

世界観まで表すものです。哀の国

際 人に なるためには、 まず自己のル

ーツと なる日本語を磨き、臼本のこ

とを知る必要があると思っていま1九

外語大では、 日本 人の弱点である

「話すJ 「聞く」を徹底的に訓練して

ほしいです。口頭試問、ディペート

などを取り入れるほか、illl訳を養成
す る処点としてもリーダー約な役割

を果たすよう望んでいます。
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A2: 国際教授人、国際職業人を

目指すことは言うは易く達成するこ

とは大事業である。 今の世界はグ

ローパリゼーションや情報化の名の

Al: 大学時代は社会や諸外国に ｜ 下において体化が進んでいるが、

ついての知的好奇心を聞く大きな ｜ 他方各地域、文化、言語、社会など

契機となった。 東西交渉史、国際 ｜ は自らのアイデンティティーを主張

関係、経済、中東古代史、イスラム論、 ｜ している。大学の4年間でその両

インドと英国 の関係など幅広い分 ｜ 者の土台を体系として学ぶことは大

野である。 外国旅行もたくさんした。

百聞は一見に如かず。 一つの言語

を学ぶことはもう一つの別の世界

を持てることにもつながる。

田中一嘉
199Jijミj、や｜淀修士課税ゲルマン系
・t干潟大学市教授

Al: 外国語習得の成否は学習の

総量が大きく物を言うと信じま1九

手立てや方策を追いすぎず、 でき

る限り多量かつ多種類の言語テ ク

スト（音声・文字を関わず）にふれ

て、それにおぼれるくらいにひたっ

てください。

A2: 外語大にしかできないこと

を果敢に追究してほしし、。 他大学

にはない、言語そのものを深く追究

するという姿勢を忘れることなく

「グロ－｝ �l�fl:;J と言われる現代で

したたかに生き残ってほしい。

中村恵
1983"1'フランス：Ii·
・l<li!l!U:-.lllCH協会

Al: 東京外大では、さまざまな言

語や地域に対して、同じ尊敬の念と

好奇心を持って緩する「平等感」が

袈われました。 それが、国連難民高

等弁務官事務所（UNHCR）に勤務し

た10年間、 さまざまな出身国の同

僚たちとの出会いを楽し み、難民問

題が起きる地域の歴史や国際関係

を深く理解しようと努める自分の姿

勢の土台となっていたのではないか

と思います。

A2: 東京外大には、日本だけで

なく世界から一日置かれるような、

言語と地域研究の教育拠点となっ

てほしいです。 学生には、 言葉を

使って世界各地の人々と対話がで

きる力量を養っていただきたいと

思います。

変だが、言語文化、国際社会の両方

において是非このような知的チャレ

ンジに果敢に挑んでいくような学生

になってほしいし育ててほしい。

和田昌親
1971'.jミスペイン訴
・元「l本経i庁新llfltt常務取締役

Al: 高校生の頃から新聞記者に

なると決めていたので、語学よりも

ひたすら日本語の本を濫読してい

た気がする。新間社に入社したのも

r語学を生かすkなどという大それた

ことを考えたわけではない。 ところ

が入社12年目に “事件”が起きた。

「おい君、サンパウロ支局に行ってく

れJ。 人事異動の内示だ。ブラジ

ルはポルトガル語だが、それに近い

スペイン語ができる人間として選ば

れたらしい。「スペイン語はほとん

ど 忘れましたJと言ってみたが後の

祭り。 実際r忘れたJと思っていた

が、ある大事件の取材で頭の奥から

記憶が蘇ってきた。1982年に勃発

した「フォークランド戦争（英国とア

ルゼンチンの領土紛争Lである。

ブエノスアイレスでは英語は敵国語

なので記者発表はすべてスペイン

桜井哲夫
1973'.j'フランス説
・米点終的大学教綬

Al: 1968年3月に東大の二次試

験に失敗、 予備校に通った。 とこ

ろが翌年の東大入試は、安田講堂

の攻防戦の後、 中止と決まった。

あれこれあったのだが、結局、 当時

愛読していたポール・ニザン『アデ

ン・アラビア』の訳者だった篠田

j告一郎先生のおられた外語大のフ

ランス語科に入学することにした。

私の外語大時代の前半は、学内で

の激論と学外でのデモの時代であ

、『.，，，.，.

語。 これが不思議にわかるように

なったのて・ある。 仕事だからと必

死になったこともあるが、文法を比

較的きちんと覚えていたことが「復

活劇」につながったかなと思う。

A2: 日本は明治維新、太平洋戦

争の敗戦に続き、3. 11東日本大震

災という「第三の園づくりの転機J

に立つ。震災復興というハンディを

背負って世界の中での存在感を取

り戻すには、グローバル人材を育て

る必要がある。 その意味では今回

の学部改編は絶好のタイミングだ。

2学部共通の世界教養プログラムで

外交やビジネスのためのr人間力J

や「交渉1JJも備わるはずである。

東京外語大の役割は「語学も留学

も海外駐在も当たり前」と考える外

向き・上向きの若者人材を発掘し

教育すること。 日本には「国際Jと

名のつく学部を持つ大学がワンサ

カとある。 そういう中でも全世界、

各地域をくまなくカバーする大学は

東京外語大しかなし、。

った。しかし、今考えてみると、外

語大時代の患大の幸運は、すぐれ

た先生たちに出会えたことだと患

っている。 恩師の篠田浩一郎先生、

歴史学の二宮宏之先生、 社会経済

史、 思想史の山之内婿先生らとの

出会いは、 決定的だった。 当時国

際基督教大学におられた丸山圭三

郎先生との出会いもあった。 モン

ゴル語科には、社会言語学者として

著名になった田中克彦先生もおら

れた。その後東大の大学院に入り、

研究者となったのも、こうした先生

方から受けた知的刺激が大きかっ

たように思う。

中嶋嶺雄
1960イ｜ゴl'i五1.1日
・川際教ft');•'{:Jl]"J�J毛・＂i'=1�

Al: 卒業時には、東京外大に対す

る不満で、二度とこの大学の門はく

ぐるまいと思っていましたが、運命

のめぐり合わせで母校の教員とな

り、学長も 務めることになりました。

大学の3、4年次は学生運動に明け

暮れており、就職活動は一切せずに、

研究所から大学院へと進みました。

深刻な学生紛争で体験した人間模

様が社会に出て役立ちました。

A2: 外国語のコミュニケーション

能力に秀で、包際教養を身につけた

グローバル人 材の養成が東京外大

の使命であり役割jです。 それには、

教職員の意識と体質がグローパル

化を見つめて抜本的に改革されな

ければなりません。 米国の民主政

やヨーロッパ近代の遺産、それに日

本の伝統や文化を軽々に否定する

ような教員集団が多いとすれば、東

京外大の未来は厳しいと思います。

亀山学長のリーダーシッフ．で東京

外大が新生することに期待します。

A2: 外語大の少人数教育には感

謝している。 入学当初からの学生

と教員との相互関係の深さは、ほか

の大学では得られなかっただろう。

こうした伝統は存続してほしいもの

だ。 だがその一方で、外語大の学生

の多くは、 あの騒乱の当時でさえ社

会的・政治的問題に対して無関心

だったように思う。 かつて、専門パ

カという言葉があった。 語学習得

に熱意を持つのはいいのだが、それ

以外のことに無関心てeはいられな

いはずである。 新しい学部が生ま

れるのもそうした時代の要請なの

だろう。
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